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Withコロナ時代の
コミュニケーションに必要な

「論理的文章力」育成コンテンツのご紹介

公益財団法人 日本漢字能力検定協会



©2021 THE JAPAN KANJI APTITUDE

TESTING FOUNDATION

（公財）日本漢字能力検定協会の活動紹介（一部）

日本語・漢字を学ぶ楽しさを提供し、豊かな社会の実現に貢献します

・今年の漢字®

・漢字ミュージアム など

・漢字文化研究所

漢字文化研究
日本語・漢字教育研究

・京都大学×漢検
研究プロジェクト

ライフサイクルと漢字神経
ネットワークの学際研究

人工知能（AI）による
漢字・日本語学習研究 など

・検定・テストの実施 など

普及啓発・
教育支援活動

調査・研究活動
日本語能力
育成活動
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本日のプログラム

1. Withコロナ時代のテレワークに関する意識調査結果

2. 「論理的文章力育成コンテンツ」のご紹介
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１．Withコロナ時代のテレワークに関する
意識調査結果
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■調査実施元：公益財団法人 日本漢字能力検定協会

■調査期間 ：2020年12月15日（火）～2020年12月17日（木）

■調査方法 ：インターネット調査

■調査対象 ：テレワークを経験したことがあるオフィスワーカー

■回答者数 ：534名

調査概要
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テレワークによる生産性の変化

テレワークにより「生産性が高まった」と思う人は半数を下回る結果に。

Q.あなたは、テレワークを活用した結果、生産性が高まったと思いますか。（ n=534、単一回答）
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テレワークで「生産性を下げると思う要素」

Q.テレワークで生産性を下げる要素は何だと思いますか。
あてはまるものをすべてお答えください。（ n=534、複数回答）

「コミュニケーション力がない」（４２．３％）が第１位に。
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文章によるコミュニケーションに対する意識

Q.あなたは、文章によるコミュニケーションが得意ですか。（ n=534、単一回答）

「得意・やや得意」と答えた人が６割に上った。
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文章によるコミュニケーションに対する意識
と生産性のつながり

Q.あなたはテレワークを活用した結果、生産性が高まったと思いますか 。
( 「あなたは文章によるコミュニケーションが得意ですか」の回答別）（ n=534、単一回答）

文章によるコミュニケーション力が生産性の向上
あるいは低下に影響している可能性がうかがえる。
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ビジネスにおける文章力の必要性

Q.あなたはビジネスにおいて文章力は必要であると思いますか。（ n=534、単一回答）

約９６％の人が、文章力は必要だと認識している。
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ビジネスにおいて文章力が必要である理由

Q.文章力が必要であると思う理由について、あてはまるものをお答えください。
（ n=512、複数回答）

「生産性の向上（情報流通のスピード向上・情報流通の質向上）」が
第１位に。
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業務の生産性を高めることに対する
文章力向上の意識

Q.あなたは、日常業務全般での生産性向上のために文章力を高めたいと思いますか。
（ n=512、単一回答）

約９１％の人が、文章力を高めたいと考えている。
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文章力向上のための研修環境

Q.あなたが勤務する会社では、文章力向上のための研修を行っていますか。

行っている研修について、あてはまるものをお答えください。（ n=534、複数回答）

社員の文章力向上の意識と企業の研修環境との乖離が生じている。

全体の
56％



©2021 THE JAPAN KANJI APTITUDE

TESTING FOUNDATION

２．『論理的文章力育成コンテンツ』
のご紹介



©2021 THE JAPAN KANJI APTITUDE

TESTING FOUNDATION



©2021 THE JAPAN KANJI APTITUDE

TESTING FOUNDATION



©2021 THE JAPAN KANJI APTITUDE

TESTING FOUNDATION

「論理的文章力育成コンテンツ」のご紹介
③テキスト

④アセスメント

①講師派遣型研修

② e-ラーニング

論理的文章力トレーニング
for Business（以下、論トレ）

ビジネスシーンで使える実務的な
文章力のアセスメントツール。PC

とインターネット環境があれば、
好きなタイミングで実施可能。
価格：5,000円（1名あたり、税込）

論理的文章を書くためのメソッドとは

「文章検」の主なメソッドを抜粋し、ワー
クを通して論理的文章を書くためのメ
ソッドを身に付けていただきます。

オンラインでの実施についてはご相談
ください。
価格：講師1人派遣につき220,000円

（税込）

全社員に必要な論理的文章力

すべての社員に必要な「業務の
質と効率を上げるための文章力」
の育成を目指すeラーニング。
価格：8,250円（1名あたり、税込）

公式テキスト

詳しい解説と演習で実力を養成でき
る教材。
価格：495円（税込）
基礎から学べる！文章力ステップ

基礎から実践レベルまで段階的に
ステップアップする構成で、無理なく
文章力を身につけられる問題集。
価格：770円（税込）
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「論理的文章力育成コンテンツ」は、
業種を問わず様々な企業で採用されています。

その他、実績多数
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コンテンツ採用実績
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本日はありがとうございました。

貴社・貴部門の人材育成でのご活用を検討
いただける場合は以下の連絡先まで、
ご連絡いただけますと幸いです。

お問合せ先：
公益財団法人 日本漢字能力検定協会
オンライン無料体験会運営事務局
MAIL：bunshoken_company@kanken.or.jp


